
1．はじめに 
　自動車用コントロールケーブルの場合、他の部品
同様車両への組み付けのしやすさが重要であり、金
属ばね、樹脂の復元力を利用した端末部のワンタッ
チ取付構造が多く採用されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　以下にコントロールケーブルに使われているいく
つかのばねについて紹介する。 
2．コントロールケーブルの種類と用途 
　自動車用コントロールケーブルの主な種類と用
途を表1に示す。 
　コントロールケーブルはインナー（ワイヤロープ）
とアウター（ライナチューブ、異形線密着コイル、ジ
ャケット）から構成されており、一般的にはアウター
により経路を決めインナーが荷重、ストロークを伝
える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3．使われているばねの例  
（1）パーキングブレーキケーブル 
　①薄板ばね 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 パーキングブレーキケーブルのケーシングキャッ
プ（アウタ端末）に取り付けられ、ブレーキ側ブラケ
ット（以下BKT）へのワンタッチ取付を可能にして
いる。 
　リヤブレーキの車両内側に取り付くため、錆対策と
して材料をばね用ステンレスSUS304としている。 
　②コイルばね 
　ドラムブレーキ内のレバーをコントロールケーブ
ルを経由して引いた状態を図3に示す（FEM解析
により圧縮と曲げによる応力分布を計算したモデ
ルの例）。 
　パーキングブレーキ操作が繰り返し10万回以上
でも異常なく作動できることが要求される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（2）オープナケーブル（フューエルリッド） 
　コントロールケーブルのフューエルリッドロック部
（図4）を車室内またはトランク側から燃料注入口へ
取り付けるワンタッチ構造を持つ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　フューエルリッドロックのケースと一体のPOM(
ポリアセタール)製片持ち板ばね2枚により挿入荷重（片
手作業68N以下）・抜け荷重（98N以上）を担っている。 
（3）トランスミッションケーブル 
　①がた詰めワンタッチ取付構造（図5） 
　相手BKTをボルトとナットで挟み込む構造をとっ

表1　自動車用コントロールケーブルの種類と用途 
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図3　応力解析用変形図 

図1　自動車用コントロールケーブル 

図4　フューエルリッドロックケーブル 

樹脂片持ちばね：POM

フェーエルリッドロックピン 
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ており、相手BKTにケーブル操作軸直方向へ押し
込むことによりナットの回転止めがはずれて、ねじり
ばねに蓄えたトルクで相手BKTにがたなく取り付く。 
　このねじりばねに万一不具合（折損、破損）が発
生してもナットが一定以上に緩まない工夫はなされ
ているが、耐食性に鑑み材質はSUS304としている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　②ワンタッチアジャスタ（長さ調整機構） 
　トランスミッション側レバーとシフトレバー間のポ
ジションずれは、長穴とねじで調整を行っていたが
図6のようなピッチ1mmのワンタッチアジャスタに
変わってきた。定負荷用コイルばねとロックキーの
押し込み不足の時、押し戻して作業途中をはっきり
させるための2個のコイルばねを採用している。 

　③操作軸方向挿入ワンタッチ取付構造（AT用） 
　AT用はコントロールケーブル操作荷重が250N
程度であり図7のように樹脂一体成形の片持ちの
ばね構造を使っている場合も多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　　 
4．おわりに 
　コントロールケーブルには薄板ばね、コイルば
ね、ねじりばね、樹脂ばねなど多くの種類のばねが
用いられており、それぞれ重要な機能を担ってい
る。 
　コントロールケーブル自体もインナー撚り線やア
ウター異形線にはばねに使われる硬鋼線（SWC）
と同じ材質が使われ、ばねとの関係が深い。しか
し、ばねとの違いは成形後のテンパー（ひずみ取焼
なまし）がないことである。 
　近年、自動車に安全、環境保全のための機器、補
機が多く搭載され、コントロールケーブルの経路が
制約されることによる耐久性の低下を防止する必
要が出てきた。今後コントロールケーブルのイン
ナー、アウターもばね同様テンパーはもとより、熱
処理、ショットピーニング、表面改質などによる高強
度化が一般的に行われるようになっていくものと
思われる。 
 
 
 

図5　がた詰めワンタッチ取付構造 

図7　ワンタッチ取付構造 

図6　ワンタッチアジャスタ用ばね 
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